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＊当ファンドの仕組みは次のとおりです｡  
商 品 分 類 追加型投信／内外／債券 

信 託 期 間 2015年8月28日から2020年4月24日まで

主 要 投 資 対 象 日本の企業が発行した社債、劣後債を主要
投資対象とします。 

運 用 方 針 

・日本の企業が発行した社債、劣後債を主要
投資対象とし、相対的に高水準かつ安定的
な利子・配当等収益（インカム収入）の
獲得を図りつつ、中長期的に信託財産の
着実な成長を目指します。 

・日本の金融機関（銀行、証券、保険等）が
発行した社債、劣後債に信託財産の純資産
総額の50％以上を投資することを目指し
ます。 

・原則として、投資する社債、劣後債は、
当ファンドの償還日前に定時償還や初回
コール（繰上）償還を迎える銘柄とします。
なお、ファンドの償還日後に定時償還や
コール（繰上）償還を迎える銘柄にも一部
投資を行うことがありますが、その投資
割合は取得時において信託財産の純資産
総額の35％以下とします。 

・外貨建て資産については、為替変動リスク
を回避するため、原則として為替のフル
ヘッジを行います。 

組 入 制 限 

・株式への投資は、転換社債の転換請求、
ならびに転換社債型新株予約権付社債の
新株予約権の行使により取得するものに
限り、投資割合は信託財産の純資産総額の
10％以下とします。 

・外貨建て資産への投資割合には、制限を
設けません。 

分 配 方 針 

毎年2、8月の各15日（休業日の場合は
翌営業日）に決算を行い、収益分配方針に
基づいて分配を行います。ただし、分配
対象額が少額の場合には、分配を行わない
ことがあります。 

 

運用報告書(全体版) 
満期償還  
第10期 
 

(償還日：2020年4月24日) 
 

パインブリッジ 
日本企業外貨建て 

社債ファンド2015-08 
＜愛称：プライムＪボンド＞

 
受益者のみなさまへ 

 
 平素は格別のご愛顧を賜り、厚く御礼
申し上げます。  
 ｢パインブリッジ日本企業外貨建て社債
ファンド2015-08」は、2020年4月24日
をもちまして償還いたしましたので、
運用状況および償還内容をご報告申し上
げます。 
 長い間ご愛顧を賜り、厚く御礼申し上
げます。 

パインブリッジ・インベストメンツ株式会社
〒100-6813 東京都千代田区大手町一丁目３番１号 ＪＡビル
 
お問い合わせ先・・・投資信託担当 
 電話番号／03-5208-5858 
 （受付時間／9：00～17：00（土､日､祝休日を除く））
 ホームページ／https://www.pinebridge.co.jp/
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◆設定以来の運用実績 
 

決  算  期 
基 準 価 額 

債  券 
組入比率 

純資産 
総 額 (分配落) 

 
税 込 
分配金 

期 中 
騰落率 

(設 定 日) 円 円 ％ ％ 百万円

2015年8月28日 10,000 － － － 3,323

第 1期(2016年2月15日) 9,997 50 0.5 92.4 4,990

第 2期(2016年8月15日) 10,225 50 2.8 93.9 5,058

第 3期(2017年2月15日) 9,959 40 △2.2 97.5 4,846

第 4期(2017年8月15日) 10,020 50 1.1 96.8 4,771

第 5期(2018年2月15日) 9,815 40 △1.6 93.9 4,493

第 6期(2018年8月15日) 9,748 5 △0.6 97.3 4,273

第 7期(2019年2月15日) 9,755 5 0.1 97.4 3,920

第 8期(2019年8月15日) 9,790 5 0.4 95.2 3,801

第 9期(2020年2月17日) 9,757 5 △0.3 80.7 3,421

(償 還 日) (償還価額)  

第10期(2020年4月24日) 9,650.96 △1.1 － 3,052
(注1) 設定日の基準価額は当初設定の投資元本です。 
(注2) 基準価額の騰落率は分配金込み。 
(注3) 当ファンドは、適切に比較できる指数がないため、ベンチマーク等はありません。 
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◆当期中の基準価額と市況等の推移 
 

年  月  日 
基 準 価 額 債  券 

組入比率  騰落率 

(期 首) 円 ％ ％

2020年2月17日 9,757 － 80.7

2月末 9,760 0.0 81.8

3月末 9,633 △1.3 39.4

(償 還 日) (償還価額)  

2020年4月24日 9,650.96 △1.1 －
(注) 騰落率は期首比です。 
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設定以来の投資環境 (2015年8月28日～2020年4月24日)

 
第1期 (2015年8月28日～2016年2月15日) 
米国政策金利の引き上げから一時的に短期・中期の米国債金利が上昇しましたが、中国景気不安、
商品価格安、米国景気の腰折れ懸念等から米国金利は低下し、期末には期首の金利水準を下回った
ことや、安定した利息収入を背景に日本企業外貨建て社債は堅調に推移しました。 
   
第2期 (2016年2月16日～2016年8月15日) 
不冴えな米国のGDP成長率、国民投票による英国のEU（欧州連合）離脱決定、FRB（米連邦
準備制度理事会）の政策金利引き上げに慎重な姿勢等を背景に米国の金利が低下したことに加え、
市場のリスクセンチメントが改善したことなどから日本企業外貨建て社債は堅調に推移しました。 
   
第3期 (2016年8月16日～2017年2月15日) 
米国債市場では、大統領選挙でトランプ氏が勝利したことを背景に財政支出拡大観測、経済成長
期待、またインフレ加速懸念が台頭する中、政策金利の引き上げもあり米国債の金利は上昇しました。
日本企業発行の米国ドル建て社債・劣後債と米国債との利回り格差は、本邦投資家を中心とした
強い需要や、米国経済の成長期待を背景にグローバルに株式・商品市況が上昇する中、縮小傾向
となりました。 
   
第4期 (2017年2月16日～2017年8月15日) 
当期の米国長期金利は、欧米における金融引き締め観測の高まりを背景に上昇する場面が見られた
一方で、トランプ大統領に対するロシアとの不透明な関係をめぐる疑惑や政権内部の混乱を受けて、
トランプ政権の政策実行への懸念が生じたことや、シリアや北朝鮮を巡る地政学リスクが意識
されたこと、米国の一部経済指標が低調であったこと等を主な要因として大きく低下する場面も
見られ、前期末比では低下しました。 
日本企業発行の米国ドル建て社債・劣後債と米国債との利回り格差は、本邦投資家を中心とした
強い需要等を背景に、縮小傾向となりました。 
   
第5期 (2017年8月16日～2018年2月15日) 
当期の米国長期金利は、地政学リスクやハリケーン被害への懸念後退、トランプ大統領による
税制改革への期待、タカ派的なFRB新議長指名観測、FOMC（米連邦公開市場委員会）高官による
タカ派発言、米国暫定予算合意、良好な経済指標等により上昇基調で推移しました。 
日本企業発行の米国ドル建て社債・劣後債と米国債との利回り格差は、本邦投資家を中心とした
強い需要や底堅いファンダメンタルズ等を背景に総じて安定的に推移しました。 
   
第6期 (2018年2月16日～2018年8月15日) 
米国長期金利は、期の中ごろまでは良好な経済指標、FRB高官による金融政策正常化加速への言及、
短中期ゾーンを中心とする軟調な入札や大型起債を背景とした需給に対する懸念、ECB（欧州中央
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銀行）による金融政策早期正常化観測等により概ね上昇基調で推移しました。その後欧州の一部
周辺国の政情変化を起点としたリスクオフの台頭、一部新興国での懸念等を背景に上昇分を戻す
展開となり、前期末比ではほぼ横ばいとなりました。 
日本企業発行の米国ドル建て社債・劣後債と米国債との利回り格差は、横ばい圏ないしややワイド化
傾向で推移しました。 
   
第7期 (2018年8月16日～2019年2月15日) 
米国長期金利は、期首はレンジ内での推移が続きましたが、その後NAFTA（北米自由貿易協定）
とBrexit（英国のEUからの離脱）の交渉への楽観的な見方が広がったこと、米国経済への強気
な見方が台頭したことなどから上昇基調となりました。しかし、軟調な経済指標や株安、FRB高官に
よるハト派発言やハト派的なFOMC・FOMC議事録などにより低下基調に転じ、期末にかけては
堅調な経済指標や軟調な入札によりやや戻す局面もありましたが、前期末比では低下しました。 
日本企業発行の米国ドル建て社債・劣後債と米国債との利回り格差は、おおむね横ばい圏ないし
ワイド化傾向で推移しました。 
   
第8期 (2019年2月16日～2019年8月15日) 
米国長期金利は、期首はレンジ内での推移が継続しましたが、春先からハト派的なECB理事会、
保護主義の台頭に対する懸念、ハト派的なFOMC高官発言、ハト派的なFOMC議事録、人民元を
めぐる動向、堅調な入札により低下基調で推移し、前期末比では低下しました。 
日本企業発行の米国ドル建て社債・劣後債と米国債との利回り格差は、おおむね横ばい圏内ないし
タイト化傾向で推移しました。 
   
第9期 (2019年8月16日～2020年2月17日) 
米国長期金利は期首より横ばい圏内での推移が続きましたが、保護主義の台頭に対する懸念の
後退や堅調な経済指標、軟調な入札が上昇要因となった一方、堅調な入札やハト派的なFOMC
高官発言、香港デモへの懸念、軟調な経済指標、新型肺炎に対する懸念が低下要因となり、
前期末比では概ね横ばいで終了しました。 
日本企業発行の米国ドル建て社債・劣後債の信用スプレッド（国債への上乗せ金利）は、やや
タイト化傾向から概ね横ばい圏内で推移しました。 
   
第10期 (2020年2月18日～2020年4月24日) 
米国長期金利は期首より新型肺炎に対する懸念、緊急利下げ、株安を背景に低下しました。その後、
財政支出に対する期待や軟調な入札を背景にやや戻す展開となりましたが、ハト派的なFOMC
高官発言、軟調な経済指標、量的金融緩和期待を背景に再度低下基調で推移し、前期末比では
低下で終了しました。 
日本企業発行の米国ドル建て社債・劣後債の信用スプレッドは、ワイド化傾向で推移しました。 
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設定以来の運用経過 (2015年8月28日～2020年4月24日)

 

基準価額等の推移 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(注1) 分配金再投資基準価額は、収益分配金（税込み）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、ファンド運用の実質的な

パフォーマンスを示すものです。 
(注2) 分配金を再投資するかどうかについてはお客様がご利用のコースにより異なります。また、ファンドの購入価額により課税条件も

異なります。従って、各お客様の損益の状況を示すものではありません。 
 

基準価額の主な変動要因  

 
第1期 (2015年8月28日～2016年2月15日) 
中国景気減速懸念、商品価格の下落、また世界的に株価が下落する中、劣後債など一部銘柄の
米国債との利回り格差の拡大が基準価額の下落要因となったものの、米国債金利の低下及び安定
した利息収入が基準価額の上昇要因となり基準価額は上昇しました。 

 
●分配金の状況 
当期の収益分配金につきましては、期中に受取りましたインカム収入を中心に、第1期は50円
（元本1万口当たり課税前）とさせていただきました。なお、分配に充てなかった収益につきましては、
信託財産中に留保し、元本部分と同一の運用を行うことといたします。 
   
第2期 (2016年2月16日～2016年8月15日) 
米国の早期政策金利引き上げ観測の後退に伴う米国金利の低下、また原油や商品市況の回復
並びに米国株式市場の上昇といった市場のリスクセンチメント改善を背景に、劣後債を中心に
米国債との利回り格差が縮小したことが基準価額の上昇要因となりました。 
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●分配金の状況 
当期の収益分配金につきましては、期中に受取りましたインカム収入を中心に、第2期は50円
（元本1万口当たり課税前）とさせていただきました。なお、分配に充てなかった収益につきましては、
信託財産中に留保し、元本部分と同一の運用を行うことといたします。 
   
第3期 (2016年8月16日～2017年2月15日) 
日本企業発行の米国ドル建て社債・劣後債と米国債との利回り格差が縮小したことが基準価額の
下支え要因となったものの、トランプ新大統領への期待や米国政策金利引き上げを背景に米国債
の金利が大きく上昇したことが基準価額下落の要因となりました。 

 
●分配金の状況 
当期の収益分配金につきましては、期中に受取りましたインカム収入を中心に、第3期は40円
（元本1万口当たり課税前）とさせていただきました。なお、分配に充てなかった収益につきましては、
信託財産中に留保し、元本部分と同一の運用を行うことといたします。 
   
第4期 (2017年2月16日～2017年8月15日) 
米国債の金利が低下したことに加え、日本企業発行の米国ドル建て社債・劣後債と米国債との
利回り格差が安定的に推移したことが基準価額上昇の要因となりました。 

 
●分配金の状況 
当期の収益分配金につきましては、期中に受取りましたインカム収入を中心に、第4期は50円
（元本1万口当たり課税前）とさせていただきました。なお、分配に充てなかった収益につきましては、
信託財産中に留保し、元本部分と同一の運用を行うことといたします。 
   
第5期 (2017年8月16日～2018年2月15日) 
日本企業発行の米国ドル建て社債・劣後債と米国債との利回り格差は、本邦投資家を中心とした
強い需要や底堅いファンダメンタルズ等を背景に総じて安定的に推移したものの、米国債の長期
金利が上昇したことが基準価額の主な下落要因となりました。 
 
●分配金の状況 
当期の収益分配金につきましては、期中に受取りましたインカム収入を中心に、第5期は40円
（元本1万口当たり課税前）とさせていただきました。なお、分配に充てなかった収益につきましては、
信託財産中に留保し、元本部分と同一の運用を行うことといたします。 
   
第6期 (2018年2月16日～2018年8月15日) 
米国長期金利は前期末比ではほぼ横ばいとなりましたが、信用スプレッドの拡大推移を背景に
基準価額は前期末比で下落しました。 
 
●分配金の状況 
当期の収益分配金につきましては、期中に受取りましたインカム収入を中心に、第6期は5円
（元本1万口当たり課税前）とさせていただきました。なお、分配に充てなかった収益につきましては、
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信託財産中に留保し、元本部分と同一の運用を行うことといたします。 
   
第7期 (2018年8月16日～2019年2月15日) 
米国長期金利の低下、信用スプレッドのワイド化傾向を背景に基準価額は前期末比ほぼ横ばいと
なりました。 
 
●分配金の状況 
当期の収益分配金につきましては、期中に受取りましたインカム収入を中心に、第7期は5円
（元本1万口当たり課税前）とさせていただきました。なお、分配に充てなかった収益につきましては、
信託財産中に留保し、元本部分と同一の運用を行うことといたします。 
   
第8期 (2019年2月16日～2019年8月15日) 
米国長期金利の低下、信用スプレッドのタイト化傾向を背景に、基準価額は前期末比では上昇
しました。 
 
●分配金の状況 
当期の収益分配金につきましては、期中に受取りましたインカム収入を中心に、第8期は5円
（元本1万口当たり課税前）とさせていただきました。なお、分配に充てなかった収益につきましては、
信託財産中に留保し、元本部分と同一の運用を行うことといたします。 
   
第9期 (2019年8月16日～2020年2月17日) 
米国長期金利が概ね横ばい圏内で推移したことや、信用スプレッドがややタイト化傾向から概ね
横ばい圏内で推移したことを背景に、基準価額は前期末比でほぼ変わらずとなりました。 
 
●分配金の状況 
当期の収益分配金につきましては、期中に受取りましたインカム収入を中心に、第9期は5円
（元本1万口当たり課税前）とさせていただきました。なお、分配に充てなかった収益につきましては、
信託財産中に留保し、元本部分と同一の運用を行うことといたします。 
   
第10期 (2020年2月18日～2020年4月24日) 
米国長期金利は低下したものの、信用スプレッドがワイド化傾向で推移したことを背景に、基準
価額は前期末比で下落しました。 
 
●運用経過 
当ファンドの運用方針に基づき運用を行いました。2020年4月24日の当ファンドの償還に向けて
ポートフォリオの現金化を図りました。 
   
受益者のみなさまには、長い間ご愛顧を賜り、厚く御礼申し上げます。 
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(注1) 費用は、1万口当たりの費用明細において用いた
簡便法により算出したものです。 

(注2) 各費用は、原則として、募集手数料、売買委託
手数料および有価証券取引税を含みません。 

(注3) 各比率は、年率換算した値です。 
(注4) 上記の前提条件で算出したものです。このため、

これらの値はあくまでも参考であり、実際に発生
した費用の比率とは異なります。 

◆1万口(元本10,000円)当たりの費用明細 (2020年2月18日～2020年4月24日) 
 

項  目 
第10期 

(2020.2.18～2020.4.24) 項 目 の 概 要 
金 額 比 率 

信託報酬 16円 0.167％ 信託報酬＝期中の平均基準価額×信託報酬率
   期中の平均基準価額は9,696円です。
 (投信会社) （8） （0.081） 委託した資金の運用、交付運用報告書等の作成、ファンドの監査等の対価 
 (販売会社) （8） （0.081） 交付運用報告書等各種資料の送付、口座内でのファンドの管理、購入後の情報提供等の対価 
 (受託会社) （1） （0.006） 運用財産の管理、投信会社からの指図の実行等の対価
その他費用 0  0.004  その他費用＝期中のその他費用／期中の平均受益権口数
 (保管費用) （0） （0.004） 保管費用は、海外における保管銀行等に支払う有価証券等の保管及び資金の送金・資産の移転等に要する費用
合  計 16円 0.171％ 

(注1) 期中の費用(消費税のかかるものは消費税を含む)は追加・解約によって受益権口数に変動があるため、簡便法により算出した結果です。
また、各項目ごとに円未満は四捨五入しています。 

(注2) 比率は1万口当たりのそれぞれの費用金額を期中の平均基準価額で除して100を乗じたものです。 
(注3) 消費税は報告日の税率を採用しています。 
 
 

＜参考情報＞総経費率 
 
当期中の運用・管理にかかった費用の総額（原則として、募集手数料、売買委託手数料および
有価証券取引税を除きます。）を期中の平均受益権口数に期中の平均基準価額（1口当たり）を
乗じた数で除した総経費率（年率）は0.93％です。 
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◆売買および取引の状況 (2020年2月18日～2020年4月24日) 
 
【公社債】 
 

   買 付 額 売 付 額 

外 
国 

  千米国ドル 千米国ドル
 ア メ リ カ 社債券(投資法人債券を含む) － 11,462
  (13,400)

(注1) 金額は受渡代金。(経過利子分は含まれていません。) 
(注2) 単位未満は切捨て。 
(注3) (  )内は償還等による増減分で、上段の数字には含まれていません。 
(注4) 社債券(投資法人債券を含む)には新株予約権付社債(転換社債)は含まれていません。 

 
◆主要な売買銘柄 (2020年2月18日～2020年4月24日) 
 
【公社債】 
 

買      付 売      付 
銘     柄 金  額 銘     柄 金  額

 千円  千円
－ － DAI-ICHI LIFE INSURANCE 7.250％ (アメリカ) 320,079

 MITSUI SUMITOMO INSURANCE 7.000％ (アメリカ) 311,514
 TOYOTA MOTOR CREDIT CO 3.300％ (アメリカ) 223,175
 AMERICAN HONDA FINANCE 3.875％ (アメリカ) 122,836
 CHIBA BANK LTD 2.750％ (アメリカ) 107,180
 MITSUBISHI UFJ TRUST & B 2.650％ (アメリカ) 75,260
 AMERICAN HONDA FINANCE 3.800％ (アメリカ) 53,461
 MITSUBISHI UFJ LEASE & F 2.750％ (アメリカ) 21,373
(注1) 金額は受渡代金。(経過利子分は含まれていません。) 
(注2) 単位未満は切捨て。 
(注3) 国内の現先取引によるものは含まれていません。 

 
◆利害関係人との取引状況等 (2020年2月18日～2020年4月24日) 
 
当期における利害関係人との取引等はありません。 
※利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第1項に規定される利害関係人です。  

 
◆組入資産の明細 (2020年4月24日現在) 
 
償還日現在における有価証券等の組入れはありません。 
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◆投資信託財産の構成 (2020年4月24日現在) 
 

項    目 
当 期 末（償還時） 

評 価 額 比 率 

 千円 ％ 
コ ー ル ・ ロ ー ン 等 、 そ の 他 3,070,943 100.0 

投 資 信 託 財 産 総 額 3,070,943 100.0 
(注) 評価額の単位未満は切捨て。 
 

◆資産、負債、元本および償還価額の状況 
 

(2020年4月24日現在) 
 

項     目 当期末（償還時） 

   円

(A) 資 産  3,070,943,686 

 コ ー ル ・ ロ ー ン 等  3,070,943,686 

(B) 負 債  18,265,662 

 未 払 解 約 金  12,873,764 

 未 払 信 託 報 酬  5,379,279 

 未 払 利 息  12,619 

(C) 純 資 産 総 額 ( A - B )  3,052,678,024 

 元 本  3,163,081,479 

 償 還 差 損 金 △ 110,403,455 

(D) 受 益 権 総 口 数  3,163,081,479口

 1万口当たり償還価額(C/D)  9,650円96銭

＜注記事項＞  
  第10期 
期首元本額 3,506,985,159円 
期中追加設定元本額 0円 
期中一部解約元本額 343,903,680円 
1口当たり純資産額 0.965096円 
償還差損金 110,403,455円 

◆損益の状況 
 

(2020年2月18日～2020年4月24日) 
 

項     目 当     期 

   円

(A) 配 当 等 収 益   10,684,441 

受 取 利 息   10,877,245 

そ の 他 収 益 金  △ 77,254 

支 払 利 息  △ 115,550 

(B) 有 価 証 券 売 買 損 益  △ 39,492,560 

売 買 益   47,243,427 

売 買 損  △ 86,735,987 

(C) 信 託 報 酬 等  △ 5,495,110 

(D) 当期損益金 ( A + B + C )  △ 34,303,229 

(E) 前 期 繰 越 損 益 金  △ 76,461,371 

(F) 追 加 信 託 差 損 益 金   361,145 

( 配 当 等 相 当 額 ) ( 1,845,380)

( 売 買 損 益 相 当 額 ) (△ 1,484,235)

 償還差損金 ( D + E + F )  △ 110,403,455 
(注1) (B)有価証券売買損益は期末の評価換えによるものを含みま

す。 
(注2) (C)信託報酬等には信託報酬に対する消費税等相当額を含め

て表示しています。 
(注3) (F)追加信託差損益金とあるのは、信託の追加設定の際、追

加設定をした価額から元本を差し引いた差額分をいいます。 



 

 

 

品    名：av325_全体_01_350035_プライム Jボンド【償還】.doc 

オペレーター：千修デジタルワーキングルーム Pd2-user 

プリント日時：2020/06/05 9:21:00 

 

パインブリッジ日本企業外貨建て社債ファンド2015-08  愛称：プライムＪボンド 

－ 11 － 

◆投資信託財産運用総括表 
 

信 託 期 間      
投資信託契約締結日 2015年8月28日 投資信託契約終了時の状況 

投資信託契約終了日 2020年4月24日 資 産 総 額      3,070,943,686円

区   分 投資信託契約締結当初 投資信託契約終了時 差引増減または追加信託 負 債 総 額      18,265,662円

受益権口数 3,323,041,585口 3,163,081,479口 △159,960,106口
純資産総額 3,052,678,024円

受益権口数 3,163,081,479口

元 本 額 3,323,041,585円 3,163,081,479円 △159,960,106円 1万口当たり償還金 9,650.96円

 
◆毎計算期末の状況 
 

計 算 期 元 本 額 純資産総額 基準価額 
1万口当たり分配金 

金 額 分配率 

第1期 4,992,028,691円 4,990,603,397円 9,997円 50 円 0.5000％

第2期 4,947,162,175 5,058,396,379 10,225 50  0.5000 

第3期 4,866,882,867 4,846,906,898 9,959 40  0.4000 

第4期 4,762,389,020 4,771,865,807 10,020 50  0.5000 

第5期 4,577,961,185 4,493,262,443 9,815 40  0.4000 

第6期 4,383,692,160 4,273,227,029 9,748 5  0.0500 

第7期 4,018,794,082 3,920,382,988 9,755 5  0.0500 

第8期 3,883,384,553 3,801,653,303 9,790 5  0.0500 

第9期 3,506,985,159 3,421,597,067 9,757 5  0.0500 

 
◆償還金のお知らせ 
 

1万口当たり償還金（税込） 9,650円96銭 
 
◇償還金は償還日から起算して、5営業日までにお支払いを開始いたします。 
◇償還金に対する税金は次のとおりです。 
個人の受益者の場合は、償還時の差益については申告分離課税が適用され、20.315％（所得税15％、復興
特別所得税0.315％、地方税5％）の税率となります。 
法人の受益者の場合は、償還時の元本超過額について15.315％（所得税15％、復興特別所得税0.315％）
の率による源泉徴収が行われます。 
※税法が改正された場合等には、上記の内容が変更になる場合があります。 
 


